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学校
図書館

児童生徒の創造力を培う

学習に対する興味・関心等を呼び起こす

豊かな心をはぐくむ

自由な読書活動や読書指導の場である



資料１ あなたは読書が好きか



資料２ どのくらいの頻度で
学校の図書館に行ったか



本校の生徒の実態

・全体として読書は好きである。
・本を借りに行く頻度は多くない。
→借りたい本がない、どんな本がおもしろいのか分か
らないといった理由から。
・本を話題に話すことはあまりない。
・友達がどんな本を読んでいるか、あまり知らない。
知る機会がない。



授業内での
活動

委員会の
活動

主体的に本と関わる生徒



仮説１ 委員会を利用した活動

図書委員の活動を通じて本についての情報に多くふれるこ
とで、生徒は図書館を身近に感じ、図書館へ足を運ぶ機会
を増やすことができるであろう。

手だて
ア ポスター掲示と放送による本紹介
イ 学級文庫の増冊
ウ POP作製
エ イベントの開催



仮説２ 授業内での活動

授業において、生徒が本の魅力を伝え合う活動をするこ
とで、本に対する関心を高め、本と主体的に関わることが
できるようになるであろう。

手だて

ア 本紹介

イ POP作製

ウ ビブリオバトル



抽出生徒

生徒A

生徒B

・読書に対して意欲的
・国語への学習意欲が高い
・図書館へ足を運ぶ頻度が１年に１回程度

・読書が嫌い
・図書館へ足を運ぶ頻度が１年に１回程度
・読書や国語の学習を努力したいという思
いはある



ポスター掲示と放送
による本紹介

（仮説１手だてア）

本への興味向上



学級文庫の増冊
（仮説１手だてイ）

興味を示すが、
借りる生徒は少なかった



POP作製
（仮説１手だてウ）

POPが貼られた本は、
貼られていない本よりも
借りる人が増加！



イベントの開催
（仮説１手だてエ）



イベントの開催
（仮説１手だてエ）



本紹介
（仮説２手だてア）







POP作製
（仮説２手だてイ）





ビブリオバトル
（仮説２手だてウ）



ビブリオバトル
（仮説２手だてウ）



生徒の発表の様子



資料３ 生徒のメモ



資料４ 「どのくらいの頻度で学校の図書館に行ったか」
のアンケート結果比較



資料５ 「読書が好きか」のアンケート結果比較



資料６ 図書委員会の活動でよかったと感じたもの



資料７ 授業を中心とした活動でよかったと感じたもの



抽出生徒の変容

生徒A

生徒B

・読書への姿勢は変わらず意欲的
・図書館へ足を運ぶ頻度が１年に１回程度
から、１ヶ月に１回以上に向上

・読書が嫌いから、どちらかというと好きに
変容
・図書館へ足を運ぶ頻度は変化なし



研究の成果と課題

継続的に本に関する
活動の導入

生徒の本への関心UP
主体的に関わる姿勢の形成


